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資
料
紹
介
|
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
恵
比
寿
大
黒
絵
巻
』
は
、
『
大
黒
舞
』
の
伝
本
で
あ
る
。
『
大
黒
舞
』
は
近
世
初
期
頃
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
お
伽
草
子
の
一
本
で
、
大
黒
天
・
恵
比
寿
へ
の
信
仰
を
背
景
と
し
て
、
正
月
の
門
付
け
芸
で
あ
る
大
黒
舞
や
え
び
す
舞
を
取
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
。
伝
本
は
現
状
確
認
で
き
る
だ
け
で
一
一
本
を
数
え
る
。
諸
本
豪
華
な
装
丁
で
、
さ
ら
に
端
本
な
ど
を
含
め
る
と
膨
大
な
数
に
上
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
富
裕
層
を
中
心
に
広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
も
同
様
で
あ
る
。
本
稿
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
の
翻
刻
紹
介
と
、
伝
本
の
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
伝
本
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
全
容
の
把
握
も
試
み
た
い
。
作
品
慨
要
と
伝
本
に
つ
い
て
『
大
黒
舞
』
に
は
二
系
統
の
伝
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
致
富
に
至
る
人
物
の
名
で
「
大
悦
の
助
」
系
、
「磯
の
太
夫
」
系
と
呼
称
す
る
。
ま
ず
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
に
依
っ
て
「大
悦
の
助
」
系
の
梗
概
を
記
す
。
吉
野
の
里
の
大
悦
の
助
は
、
親
を
望
み
の
ま
ま
に
養
わ
ん
こ
と
を
願
い
、
清
水
『
恵
比
寿
大
黒
絵
巻
』
塩
--I
sノ
手口
広
寺
に
参
詣
す
る
。
夢
枕
に
立
っ
た
清
水
観
音
は
、
大
悦
の
親
孝
行
を
理
由
に
、
万
の
神
が
大
悦
を
守
護
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
観
音
自
身
も
福
徳
を
授
け
る
こ
と
を
告
げ
る
。
清
水
観
音
に
よ
る
福
徳
授
与
は
す
ぐ
に
成
就
し
一
筋
の
藁
し
べ
を
交
換
し
続
け
た
結
果
、
大
悦
は
黄
金
三
枚
を
手
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
年
が
明
け
る
と
、
大
悦
の
も
と
を
大
黒
天
が
訪
れ
、
節
分
に
や
っ
て
き
た
鬼
を
払
う
方
法
を
教
え
る
。
続
い
て
恵
比
寿
が
現
れ
、
福
神
た
ち
は
酒
宴
を
開
き
、
舞
う
。
(
以
上
上
巻
)
-15 -
福
神
た
ち
は
俳
譜
連
歌
、
相
撲
な
ど
を
楽
し
み
、
大
悦
を
守
護
し
た
結
果
、
大
悦
は
富
貴
栄
華
の
身
と
な
る
。
そ
れ
を
聞
き
及
ん
だ
大
江
山
の
盗
人
が
来
襲
す
る
が
、
大
黒
天
と
恵
比
寿
に
よ
り
退
け
ら
れ
、
さ
ら
に
宝
へ
の
執
着
か
ら
盗
人
が
変
じ
た
修
羅
も
、
大
黒
天
の
言
葉
に
従
っ
て
大
般
若
を
講
読
し
た
功
徳
に
よ
り
昇
天
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
噂
は
帝
の
耳
に
も
入
り
、
大
悦
は
昇
殿
を
許
さ
れ
、
領
地
を
も
ら
い
、
壬
生
中
納
言
の
娘
を
妻
に
迎
え
一
族
は
ま
す
ま
す
繁
昌
す
る
。
大
悦
の
助
は
大
黒
天
と
恵
比
寿
を
歓
待
し
、
大
黒
は
舞
を
舞
っ
て
祝
福
す
る
。
福
神
の
加
護
の
元
、
大
悦
の
子
孫
は
並
ぶ
者
が
な
い
ま
で
に
繁
昌
し
た
。
や
が
て
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
に
ま
で
子
孫
繁
昌
す
る
。
(
以
上
下
巻
)
序
盤
の
孝
子
説
話
、
藁
し
べ
長
者
語
、
中
盤
の
福
神
の
酒
宴
、
芸
能
、
節
分
起
源
語
、
終
盤
の
盗
賊
・
修
羅
の
来
襲
と
撃
退
、
天
皇
に
よ
る
褒
賞
と
い
う
モ
チ
l
フ
か
ら
成
り
、
福
神
の
酒
宴
と
芸
能
、
盗
賊
の
来
襲
と
撃
退
、
貴
人
か
ら
の
褒
賞
は
、
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
梅
津
長
者
物
語
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
対
し
て
「
磯
の
太
夫
」
系
は
「
大
悦
の
助
」
系
と
内
容
は
多
く
重
な
る
が
、
鬼
夜
行
の
来
襲
に
対
し
龍
宮
の
答
属
を
招
来
し
、
ま
た
人
名
や
地
名
に
瀬
戸
内
の
地
名
が
多
く
登
場
す
る
な
ど
、
西
宮
の
恵
比
寿
信
仰
を
取
り
込
ん
だ
、
在
地
性
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
梅
津
長
者
物
語
』
に
対
す
る
影
響
を
考
え
る
続 う
いえ
てで
重
伝要
本な
のも
ーの
覧で
をあ
示〔る
す旦
A
・
・
「
大
悦
の
助
」
系
①
蓬
左
文
庫
蔵
・
:
奈
良
絵
本
二
冊
。
『
室
町
時
代
物
語
集
』
五
に
翻
刻
。
落
丁
あ
り
。
光
雲
院
蔵
書
。
一
八
世
紀
初
め
頃
か
。
②
天
理
図
書
館
蔵
・
:
奈
良
絵
本
二
冊
。
『
山
辺
道
』
一
八
に
翻
刻
。
近
世
初
期
七、
③
国
会
図
書
館
蔵
:
・
絵
巻
二
軸
。
赤
城
文
庫
旧
蔵
。
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
八
に
翻
刻
。
近
世
中
期
か
。
④
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
・
:
絵
巻
二
軸
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
室
町
物
語
集
』
に
翻
刻
。
近
世
前
期
か
。
⑤
英
勝
寺
蔵
・
:
絵
巻
二
軸
。
『
鎌
倉
英
勝
寺
蔵
大
黒
舞
絵
巻
』
に
翻
刻
。
錯
簡
あ
り
。
寛
文
頃
か
。
⑤
青
山
学
院
大
学
園
書
館
蔵
:
・
絵
巻
二
軸
。
近
世
中
期
頃
か
。
⑦
島
根
県
教
育
委
員
会
蔵
・
:
絵
巻
。
員
数
不
明
。
未
紹
介
。
『
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
展
示
ガ
イ
ド
』
に
一
部
図
像
あ
り
。
明
治
頃
か
。
⑧
所
在
未
詳
『
大
え
つ
の
す
け
』
・
:
絵
巻
二
軸
。
一
八
に
解
題
。
『
山
辺
道
』
百
天
理
図
書
館
本
の
翻
刻
と
校
合
の
形
で
翻
刻
あ
り
。
寛
文
頃
か
。
⑨
盛
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
・
:
絵
巻
二
軸
。
『
盛
岡
短
期
大
学
研
究
報
告
』
二
O
に
翻
刻
。
近
世
中
期
頃
か
。
B
:
「
磯
の
太
夫
」
系
⑮
個
人
蔵
(
愛
媛
県
)
・
:
絵
巻
一
軸
。
『
愛
媛
国
文
研
究
』
三
六
に
翻
刻
。
脱
落
・
錯
簡
あ
り
。
⑪
個
人
蔵
:
・
絵
巻
二
軸
。
未
紹
介
。
徳
川
美
術
館
図
録
『
絵
で
楽
し
む
日
本
む
-16 -
か
し
話
お
伽
草
子
と
絵
本
の
世
界
』
に
一
部
図
像
あ
り
。
一
七
世
紀
か
。
『
室
町
物
語
集
下
』
解
題
に
指
摘
の
あ
る
藤
井
隆
氏
蔵
『
ゑ
び
す
大
黒
』
七、
" 
伝
本
関
係
の
整
理
「
大
悦
の
助
」
系
①
ら
⑧
に
つ
い
て
「
大
悦
の
助
」
系
に
つ
い
て
は
、
唯
一
、
⑨
盛
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
本
が
、
他
伝
本
と
や
や
距
離
が
あ
る
も
の
の
、
未
翻
刻
の
⑦
を
除
く
①
1
⑥
、
⑧
に
つ
い
て
は
本
文
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
そ
の
表
現
か
ら
お
お
ま
か
な
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
以
下
は
、
⑤
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
を
中
心
に
本
文
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
に
掲
載
す
る
翻
刻
の
資
料
1
1
6
の
該
当
箇
所
に
は
、
傍
線
1
1
6
を
引
い
た
。
【
資
料
1
〕
物
語
冒
頭
初
め
よ
り
終
は
り
ま
で
、
何
の
物
憂
き
こ
と
(
も
)
な
く
(
①
②
③
⑥
⑧
)
 
初
め
よ
り
後
ま
で
、
何
の
物
憂
き
こ
と
な
く
、
(
④
⑤
)
 
{
資
料
2
]
藁
し
べ
の
交
換
場
面
こ
の
し
べ
は
、
観
音
の
賜
る
と
言
へ
ど
も
、
宿
所
へ
帰
り
て
も
、
こ
れ
何
の
用
に
も
立
つ
べ
し
と
も
思
え
ず
。
(
②
④
⑤
⑥
)
 
こ
の
し
べ
は
、
観
音
の
賜
る
と
言
へ
ど
も
、
宿
所
へ
持
ち
て
帰
り
て
も
、
こ
れ
何
の
用
に
も
立
つ
べ
し
と
も
思
え
ず
。
(
①
⑧
)
 
こ
の
し
べ
は
、
観
音
の
賜
る
と
言
へ
ど
も
、
宿
所
へ
取
り
持
ち
て
帰
り
て
も
、
」
れ
何
の
用
に
も
立
つ
べ
し
と
も
思
え
ず
。
(
③
)
 
{
資
料
3
】
交
換
の
結
果
得
た
馬
を
市
で
売
る
場
面
や
が
て
馬
市
に
立
っ
て
売
り
た
り
し
に
、
黄
金
三
枚
に
代
な
し
け
り
(
⑥
)
や
が
て
馬
市
に
立
っ
て
売
り
た
り
し
に
、
劃
金
三
枚
に
劃
UF-
骨
川
ぬ
(
①
③
⑤
⑧
)
 
や
が
て
馬
市
に
立
っ
て
売
り
た
り
し
に
、
黄
金
百
枚
に
取
り
替
へ
ぬ
(
②
)
{
資
料
4
〕
恵
比
寿
の
来
訪
場
面
に
お
け
る
巻
属
の
姿
異
形
異
類
の
者
、
万
の
貝
の
殻
を
具
足
の
様
に
し
て
(
①
③
④
⑤
⑥
⑧
)
 
異
形
異
類
の
者
、
(
②
)
 
万
の
貝
、
牡
蝋
の
殻
な
ど
を
具
足
の
様
に
し
て
【
資
料
5
】
盗
賊
撃
退
の
場
面
に
お
け
る
大
黒
天
の
武
装
鼠
の
上
に
こ
れ
を
鞍
と
定
め
て
駆
け
出
で
給
ふ
時
に
は
俵
を
敷
き(①
⑦
)
④
⑥
)
 
鼠
の
上
に
俵
を
敷
き
、
こ
れ
を
鞍
と
定
め
て
駆
け
出
で
給
ふ
時
に
は(
③
⑤
⑧
)
 
{
資
料
6
}
ー 17-
話
土
木
に
お
け
る
大
黒
天
の
舞
鳴
る
は
滝
の
水
、
日
は
照
る
と
も
、
よ
も
絶
え
じ
。
絶
へ
ぬ
流
れ
の
菊
の
水
、
命
は
千
歳
を
重
ぬ
べ
し
。
天
つ
下
根
も
治
ま
り
て
、
げ
に
め
で
た
さ
ぞ
限
り
な
き
。
枝
を
鳴
ら
さ
ぬ
御
代
な
り
。
神
と
君
と
の
道
す
ぐ
に
、
城
楽
に
君
が
代
は
御
さ
な
が
ら
悪
魔
を
払
ひ
、
治
ま
る
手
に
は
寿
福
を
抱
き
、
千
秋
楽
は
民
を
蜘
で
、
万
歳
楽
に
は
命
を
延
日
制
。
相
生
の
松
風
叫
楓
々
の
声
ぞ
楽
し
む
、
楽
し
む
O
L
に
や
、
仰
ぎ
て
も
、
こ
と
も
愚
か
や
、
か
か
る
世
に
住
め
る
民
と
て
豊
か
な
る
君
の
恵
み
は
あ
り
が
た
や
(
①
但
し
「
や
け
に
や
、
仰
ぎ
て
も
、
こ
と
も
」
ま
で
落
丁
、
②
④
⑤
⑥
)
鳴
る
は
滝
の
水
、
日
は
照
る
と
も
、
よ
も
絶
え
じ
。
絶
へ
ぬ
流
れ
の
菊
の
水
、
命
は
千
歳
を
重
ぬ
べ
し
。
天
つ
下
根
も
治
ま
り
て
、
げ
に
め
で
た
さ
ぞ
限
り
な
き
。
(
③
⑧
)
 
以
上
、
本
文
か
ら
考
え
る
と
、
馬
の
売
り
代
を
黄
金
百
枚
と
し
、
ま
た
恵
比
寿
の
答
属
の
兵
具
に
牡
嬬
と
い
う
具
体
名
を
入
れ
る
な
ど
、
②
天
理
図
書
館
蔵
本
は
や
や
表
現
に
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
③
国
会
図
書
館
蔵
本
と
⑧
所
蔵
不
明
本
、
④
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
と
⑤
英
勝
寺
蔵
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
は
⑤
英
勝
寺
蔵
本
と
は
や
や
距
離
が
あ
る
が
、
④
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
と
近
し
い
。
こ
れ
は
後
に
確
認
す
る
挿
絵
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
1 
「
大
悦
の
助
」
系
⑨
盛
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
本
の
位
置
づ
け
続
い
て
⑨
盛
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
本
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
大
悦
の
助
」
系
統
の
①
1
⑧
と
比
べ
て
語
棄
の
異
同
が
多
い
。
清
水
観
音
の
夢
告
に
よ
る
藁
し
べ
の
交
換
の
結
果
得
た
黄
金
が
十
両
と
さ
れ
、
大
黒
舞
や
俳
詰
連
歌
の
内
容
、
大
江
山
の
盗
賊
の
名
な
ど
も
①
1
⑧
と
異
な
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
福
神
と
大
悦
が
俳
譜
連
歌
を
行
う
場
面
で
あ
る
。
な
お
⑥
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
の
本
文
該
当
箇
所
に
は
、
後
の
翻
刻
に
二
重
傍
線
を
引
い
た
。
{
資
料
7
】
福
神
と
大
悦
の
俳
譜
連
歌
(
⑨
)
ま
づ
、
今
日
の
客
人
な
れ
ば
と
て
、
恵
比
寿
殿
、
御
発
句
と
ぞ
聞
こ
え
け
る
。
あ
や
か
れ
や
齢
は
い
つ
も
若
恵
比
寿
夷
郎
お
ほ
ぢ
も
う
ば
も
祝
ふ
懸
鯛
大
'悦
日
の
影
を
恵
方
に
は
や
く
向
か
ひ
居
て
大
黒
資
料
7
の
俳
譜
連
歌
は
、
①
i
⑧
で
は
恵
比
寿
の
「
魚
」
、
大
黒
天
の
「
稲
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
神
に
対
応
す
る
も
の
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
⑨
で
は
大
黒
天
と
関
わ
る
語
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
官
頭
と
話
末
の
記
述
が
簡
素
で
、
大
悦
の
孝
行
や
大
黒
天
の
舞
の
記
述
を
欠
き
、
孝
行
(
善
行
)
の
結
果
と
し
て
の
福
神
に
よ
る
致
富
と
い
う
『
大
阜
市
舞
』
と
『
梅
津
長
者
物
語
』
に
共
通
す
る
構
造
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
II 
「
磯
の
太
夫
」
系
⑩
⑪
に
つ
い
て
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第
三
に
、
別
系
統
と
な
る
⑩
⑪
の
梗
概
を
記
す
と
、
広
島
の
磯
の
太
夫
と
妻
が
恵
比
寿
・
大
黒
天
を
描
い
た
御
礼
を
貰
い
受
け
、
信
心
を
深
め
る
こ
と
で
富
み
栄
え
る
。
あ
る
年
の
瀬
に
二
人
の
客
人
が
訪
れ
、
百
鬼
夜
行
の
来
襲
を
、
魚
介
類
と
う
ん
か
つ
ら
大
将
を
呼
ん
で
撃
退
す
る
。
正
月
の
宴
を
開
き
、
客
人
の
一
人
が
大
黒
舞
を
舞
う
。
そ
の
後
、
盗
賊
の
一
党
に
襲
わ
れ
る
も
、
客
人
が
小
槌
と
釣
り
竿
を
も
っ
て
追
い
払
い
、
客
人
は
恵
比
寿
・
大
黒
天
の
姿
を
顕
す
。
太
夫
は
両
神
を
杷
る
と
大
黒
の
巻
属
が
皐
と
な
っ
て
家
内
を
守
護
し
、
さ
ら
な
る
富
貴
栄
華
へ
と
導
か
れ
る
。
内
容
的
に
は
①
i
⑨
と
重
な
る
点
が
多
い
が
、
孝
行
で
は
な
く
信
心
に
よ
り
致
富
に
至
る
点
、
人
名
や
地
名
に
瀬
戸
内
の
地
名
が
多
く
登
場
し
、
さ
ら
に
、
太
夫
は
す
な
は
ち
、
こ
の
御
神
の
尊
形
を
作
り
し
り
て
、
御
厨
子
に
安
置
し
奉
り
、
香
華
灯
明
を
供
へ
毎
日
の
供
物
、
日
頃
に
超
過
し
て
、
恭
敬
礼
拝
を
為
し
奉
る
。
か
の
六
万
八
千
の
谷
属
の
福
徳
神
は
、
鼠
と
な
り
て
家
内
を
守
護
し
侍
り
し
か
ば
、
そ
れ
よ
り
太
夫
は
、
日
々
い
や
増
し
に
富
み
栄
へ
、
四
方
に
十
万
の
蔵
を
建
て
、
楽
し
み
誇
り
け
り
。
(
本
文
欠
)
を
信
仰
す
る
と
天
下
に
調
布
し
侍
る
と
か
や
。
と
、
話
末
で
大
黒
天
の
利
益
が
強
調
さ
れ
る
点
な
ど
、
構
造
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
①
1
⑨
が
西
宮
の
恵
比
寿
信
仰
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
、
内
容
と
し
て
は
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
梅
津
長
者
物
語
』
と
『
大
黒
舞
』
と
の
中
聞
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
別
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
『
梅
津
長
者
物
語
』
と
関
わ
り
の
深
い
『
大
黒
舞
』
の
モ
チ
ー
フ
は
、
「
大
悦
の
助
」
系
①
i
⑧
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
磯
の
太
夫
」
系
と
は
距
離
が
あ
る
。
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
だ
が
、
「
磯
の
太
夫
」
系
の
伝
本
は
、
単
に
『
大
黒
舞
』
か
ら
『
梅
津
長
者
物
語
』
へ
の
途
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
梅
津
長
者
物
語
』
と
は
別
に
恵
比
寿
信
仰
を
背
景
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
福
神
を
扱
っ
た
作
品
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
『
大
黒
舞
』
の
伝
本
を
概
観
し
て
き
た
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
は
「
大
悦
の
助
」
系
に
属
し
、
特
に
関
係
の
深
い
伝
本
と
し
て
④
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
頁
か
ら
翻
刻
と
併
せ
て
挿
絵
全
図
を
挙
げ
、
簡
単
に
③
④
⑤
と
比
較
を
行
う
。
j主
(
1
)
 
第
十
三
回
青
山
日
文
院
生
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
時
に
、
古
書
感
の
大
谷
大
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
(
2
)
 
真
下
美
弥
子
「
福
神
来
訪
の
物
語
の
方
法
1
お
伽
草
子
『
大
黒
舞
』
『
梅
津
長
者
物
語
』
を
中
心
に
」
(
『
立
命
館
文
学
』
五
五
一
九
九
八
年
一
月
(
3
)
 
松
本
隆
信
『
室
町
時
代
物
語
現
存
本
簡
明
白
録
』
九
(
井
上
書
一
房
、
六
二
年
)
に
「
瀬
沼
寿
雄
氏
蔵
絵
入
本
」
(
横
型
本
大
二
冊
)
が
挙
が
る
が
、
確
認
が
と
れ
な
い
た
め
一
覧
か
ら
省
い
た
。
⑧
に
つ
い
て
も
所
在
の
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確
認
が
取
れ
な
い
が
、
翻
刻
が
存
在
す
る
た
め
一
覧
に
加
え
た
。
(
4
)
 
拙
稿
「
お
伽
草
子
「
福
神
物
」
に
見
る
貧
福
の
構
造
|
『
梅
津
長
者
物
語
』
の
貧
乏
神
を
中
心
に
」
(
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
。
三
年
一
月
)
※
本
稿
は
二
O
一
三
年
七
月
、
第
十
三
回
青
山
日
文
院
生
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
巴
席
上
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
、
ま
た
翻
刻
と
写
真
の
掲
載
を
ご
許
可
頂
き
ま
し
た
青
山
学
院
大
学
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
(
し
お
か
わ
か
ず
ひ
ろ
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
)
青
一
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
恵
比
寿
大
黒
絵
巻
』
書
誌
と
翻
刻
《
室
田
詰
山
)
〉
【
形
態
〕
【
箱
書
]
{
外
題
・
内
題
】
【
奥
書
】
【
表
紙
】
〔
料
紙
】
【
寸
法
】
〔絵】
【
備
考
】
絵
巻
二
軸
蓋
表
墨
書
「
恵
比
寿
大
黒
絵
巻
上
下
/
鷹
司
忠
道
卿
筆
/
岩
佐
派
五
世
筆
」
蓋
裏
墨
書
「
丁
卯
初
春
古
昔
斎
鑑
珍
蔵
」
な
し
な
し
薄
鼠
色
地
に
、
金
糸
で
松
葉
と
、
宝
珠
形
に
意
匠
化
さ
れ
た
「
寿
」
文
字
鳥
の
子
紙
上
縦
M∞
・
∞
×
横
斗
Ha
・c
m
g
(う
ち
表
紙
M
r
g
)
下
縦
M
∞・凶〉〈横
8
0・a
ロ
ヨ
(
う
ち
表
紙
ピ
ロ
ヨ
)
濃
彩
・
上
巻
六
図
、
下
巻
五
図
、
計
十
一
図
鷹
司
忠
道
、
岩
佐
派
五
世
、
古
品
目
斎
に
つ
い
て
は
未
詳
。
岩
佐
派
は
岩
佐
又
兵
衛
の
死
後
、
福
井
で
江
戸
時
代
中
期
こ
ろ
ま
で
存
続
し
た
と
さ
れ
る
。
五
世
の
作
と
す
る
と
近
世
中
期
頃
の
写
か
。
本
文
は
幅
3
・0
5
3
含
呂
、
挿
絵
は
幅
出
-AFESE-rg
で
ほ
ぼ
同
寸
。
本
来
は
冊
子
体
の
も
の
を
絵
巻
に
な
お
し
た
と
見
ら
れ
る
。
《
翻
刻
》
凡
例
一
、
詞
書
の
改
行
、
文
字
配
列
は
原
本
通
り
に
行
っ
た
。
二
、
料
紙
が
変
わ
る
際
に
は
」
を
、
巻
の
終
わ
り
に
は
二
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
四
「ハ」
「
ミ
」
な
ど
の
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
五
、
底
本
の
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
校
訂
は
行
わ
な
か
っ
た
。
六
、
挿
絵
が
入
る
位
置
に
は
そ
の
旨
を
記
し
た
。
ー
は
し
め
よ
り
お
は
り
ま
て
な
に
の
も
の
う
き
こ
と
も
な
く
行
す
ゑ
ひ
さ
し
く
さ
か
へ
子
孫
は
ん
し
ゃ
う
し
た
る
事
は
よ
し
野
の
里
の
大
え
つ
の
す
け
と
い
ふ
も
の
な
り
こ
れ
ひ
と
へ
に
お
や
か
う
f
l
t
の
ゆ
へ
と
そ
き
こ
え
し
そ
の
ゆ
へ
は
か
れ
か
お
や
か
う
ft--を
い
た
せ
る
こ
と
は
も
ろ
こ
し
の
か
ん
の
ふ
ん
で
い
よ
り
も
お
と
ら
す
と
か
や
さ
れ
は
か
ん
の
文
帝
は
か
ん
の
高
祖
の
御
子
な
り
い
と
け
な
き
御
名
を
は
か
う
と
そ
申
侍
り
き
い
と
け
な
き
よ
り
お
や
に
か
う
/
1
1
の
君
に
て
よ
ろ
っ
』
を
記
し
た
。
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し
よ
く
し
を
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
時
も
ま
つ
み
つ
し
た
る
也
拐
そ
の
時
の
て
ん
か
の
御
あ
る
し
を
か
ら
き
こ
し
め
し
こ
』
ろ
み
給
へ
り
御
お
と
う
と
の
尭
王
と
な
っ
け
奉
る
ひ
め
君
ま
し
ま
す
あ
ね
を
太
子
も
あ
ま
た
ま
し
/
t
k
け
れ
と
も
此
み
か
と
ほ
は
か
く
は
う
と
申
し
い
も
う
と
を
ち
ょ
え
い
と
申
侍
と
に
し
ん
き
を
お
こ
な
ひ
か
う
f
t・
-
な
る
は
な
き
け
う
わ
う
す
な
は
ち
大
舜
の
か
う
f
t、
な
る
か
り
け
り
こ
の
ゆ
へ
に
ち
ん
へ
い
し
う
ほ
つ
な
事
を
き
こ
し
め
し
を
よ
は
れ
御
む
す
め
ふ
た
り
む
と
申
け
る
臣
下
か
た
ち
わ
う
に
な
し
ま
い
ら
を
后
に
そ
な
へ
つ
ゐ
に
天
下
を
ゆ
っ
り
給
へ
り
せ
た
り
そ
れ
よ
り
か
ん
の
文
帝
と
申
侍
り
き
是
ひ
と
へ
に
か
う
/
t
l
の
深
き
ゆ
へ
也
か
れ
こ
れ
し
か
る
に
か
う
/
1
1
の
み
ち
は
か
み
一
人
よ
り
下
た
め
し
な
き
に
は
あ
ら
ね
と
も
こ
と
に
此
大
悦
万
み
ん
ま
で
あ
る
へ
き
事
な
り
と
し
る
と
い
へ
共
の
す
け
か
う
f
i、
そ
の
心
の
を
こ
た
り
な
き
も
身
に
を
こ
な
ひ
心
に
か
な
ふ
こ
と
は
成
か
た
き
を
の
也
し
か
る
に
家
は
ま
っ
し
く
し
て
親
は
七
旬
に
か
た
し
け
な
く
も
四
百
余
州
の
御
あ
る
し
の
身
と
し
あ
ま
り
き
ゃ
う
ふ
も
か
な
ひ
か
た
し
是
を
や
し
な
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て
か
く
の
こ
と
き
の
御
事
わ
さ
は
た
つ
と
か
り
し
は
ん
と
て
毎
日
山
に
い
り
木
を
こ
り
て
し
ろ
な
御
こ
』
ろ
さ
し
な
り
か
る
か
ゆ
へ
に
代
も
ゆ
た
か
に
し
ち
』
は
』
を
は
こ
く
み
け
る
に
雨
ふ
れ
は
大
た
み
の
か
ま
と
も
に
き
は
ひ
け
る
と
な
り
文
悦
か
ぬ
れ
ん
こ
と
を
親
は
か
な
し
み
み
の
か
さ
を
太
し
ゅ
ん
と
申
せ
し
人
も
い
た
っ
て
か
う
/
¥
の
も
ち
て
む
か
ひ
に
出
け
り
人
な
り
ち
〉
は
か
た
く
な
に
し
て
は
与
は
又
か
た
(第
一
図
)
ま
し
き
人
な
り
お
と
う
と
は
あ
ま
た
お
は
し
け
れ
此
事
大
悦
か
へ
っ
て
お
や
の
い
た
は
り
を
か
な
し
と
も
大
し
ゅ
ん
は
す
く
れ
て
か
う
/
¥
を
い
た
み
今
よ
り
の
ち
は
持
ち
来
り
給
ふ
な
と
せ
い
す
れ
せ
ん
あ
る
と
き
れ
き
山
と
い
ふ
所
に
こ
う
さ
く
と
も
風
ふ
け
は
山
の
中
さ
そ
有
ら
ん
と
き
る
し
け
る
に
そ
の
か
う
/
1
1
を
か
ん
し
て
は
大
さ
う
も
の
を
も
ち
て
ゆ
き
大
え
つ
に
き
せ
け
る
き
た
り
て
田
を
た
か
へ
し
鳥
と
ひ
き
た
り
て
大
え
つ
は
わ
か
身
の
こ
と
は
お
も
は
す
お
や
の
田
の
草
を
く
さ
き
り
こ
う
さ
く
の
た
す
け
を
な
さ
む
か
ら
ん
こ
と
を
か
な
し
み
何
と
も
し
て
わ
れ
も
木
を
こ
り
に
山
へ
ゆ
か
す
ち
』
は
』
も
わ
れ
は
そ
の
ま
、
さ
っ
せ
に
け
り
大
え
つ
の
す
け
う
れ
し
ょ
に
あ
り
て
は
こ
く
ま
ん
こ
と
を
お
も
ひ
め
し
き
こ
と
に
思
ひ
か
の
し
へ
を
と
り
き
よ
み
つ
の
く
ら
す
と
い
へ
と
も
大
か
た
す
へ
き
ゃ
う
も
な
し
有
か
た
を
ふ
し
お
か
み
下
か
う
す
る
つ
ゐ
て
に
宮
時
き
よ
み
つ
に
参
り
で
あ
ふ
き
ね
か
は
く
は
こ
け
ん
ふ
っ
せ
ん
と
み
ち
/
¥
思
ひ
け
る
は
掠
も
父
母
を
わ
か
お
も
ひ
の
ま
』
に
や
し
な
は
し
め
く
は
ん
お
ん
は
何
と
お
ほ
し
め
す
に
か
こ
の
わ
ら
給
へ
と
か
ん
た
ん
を
く
た
き
い
の
り
け
る
に
夢
し
へ
一
す
ち
に
て
わ
れ
を
ふ
く
人
に
な
す
へ
し
と
も
な
く
う
つ
』
と
も
な
く
く
は
ん
を
ん
は
し
ひ
に
と
思
ひ
給
ふ
や
ら
ん
と
ふ
し
き
な
か
ら
ひ
ね
く
り
て
む
に
く
の
こ
ろ
も
を
め
し
は
と
の
つ
え
に
す
か
り
老
こ
や
す
の
ち
さ
う
へ
ま
い
り
ぬ
ま
こ
と
や
こ
れ
そ
僧
の
か
た
ち
を
け
ん
し
大
え
つ
に
む
か
は
せ
給
ひ
永
万
元
年
よ
り
し
ゅ
し
ゃ
う
さ
い
と
の
た
め
に
の
給
ふ
や
う
な
ん
ち
は
お
や
か
う
f
i、
の
も
の
也
そ
の
し
ん
り
ん
に
ま
し
は
り
り
や
く
を
し
ゅ
し
ゃ
う
ゆ
へ
に
よ
ろ
つ
の
神
た
ち
は
ふ
く
し
ゅ
長
命
と
ま
に
な
し
給
ふ
な
る
事
の
あ
り
か
た
さ
よ
と
手
を
-22-
も
ら
せ
給
ふ
也
わ
れ
も
な
ん
ち
に
ふ
く
を
あ
た
へ
ん
を
を
し
も
み
て
出
け
る
に
み
き
の
か
た
を
み
れ
は
の
れ
か
へ
ら
ん
と
き
一
の
き
さ
は
し
に
わ
ら
し
へ
有
あ
り
の
み
う
り
の
あ
り
け
る
か
は
な
ち
な
か
れ
て
へ
し
そ
れ
を
と
り
な
は
ふ
く
人
な
る
へ
し
と
の
給
ふ
と
め
か
ね
た
り
し
を
大
え
つ
の
す
け
思
ひ
け
る
て
か
き
け
す
や
う
に
う
せ
給
ふ
大
悦
の
す
け
ふ
し
は
2
こ
の
し
へ
は
く
は
ん
お
ん
の
給
は
る
と
い
へ
と
も
し
き
に
思
ひ
な
か
ら
下
か
う
す
る
に
ま
こ
と
に
ゆ
く
所
へ
か
へ
り
て
も
是
な
に
の
や
う
に
も
た
つ
御
っ
け
に
た
か
は
す
わ
ら
し
へ
一
す
ち
有
と
ら
ん
内
し
と
も
お
ほ
え
す
ま
っ
こ
れ
な
る
お
と
こ
の
と
す
る
と
こ
ろ
に
い
つ
く
と
も
な
く
た
け
一
ち
ゃ
う
」
ゆ
ひ
を
ゆ
ひ
は
な
ち
を
と
め
て
と
ら
せ
ん
は
か
り
な
る
き
し
ん
の
き
た
り
で
あ
ら
』
か
な
る
と
思
ひ
て
そ
は
に
立
よ
り
こ
ゆ
ひ
を
か
の
」
ゑ
に
て
そ
の
し
へ
は
わ
れ
か
の
な
れ
は
と
る
へ
し
へ
に
て
ゆ
ひ
け
れ
は
は
な
ち
は
そ
の
ま
』
と
か
ら
す
と
い
ふ
大
え
つ
の
す
け
あ
ま
り
お
そ
ろ
し
ま
り
け
る
あ
り
の
み
う
り
な
の
め
な
ら
す
よ
ろ
さ
に
な
む
く
は
ん
せ
お
ん
ぼ
さ
っ
と
い
へ
は
き
し
ん
」
ひ
あ
り
の
み
三
っ
と
り
出
し
是
は
た
う
さ
の
あ
り
の
み
な
り
か
さ
ね
で
き
た
り
給
へ
も
の
参
ら
よ
と
う
ち
か
た
か
た
け
ゆ
く
に
三
て
う
の
は
し
せ
ん
や
と
は
そ
こ
I
1
1
よ
と
を
し
へ
て
と
を
り
け
り
の
つ
め
に
て
よ
し
あ
り
げ
な
る
さ
ふ
ら
ひ
の
大
え
つ
の
す
け
は
か
の
あ
り
の
み
を
う
け
と
り
人
あ
ま
た
め
し
く
し
て
大
は
ん
つ
と
め
て
か
思
ひ
け
る
は
さ
て
も
ふ
し
き
な
る
こ
と
か
な
わ
ら
し
へ
り
給
ふ
か
何
と
か
し
た
り
け
ん
引
か
へ
の
馬
へ
の
あ
り
の
み
三
つ
に
な
り
た
る
事
よ
と
て
た
ふ
れ
ふ
し
ぬ
や
か
て
馬
の
り
一
人
を
り
手
玉
に
つ
き
け
り
三
年
坂
を
す
く
る
に
た
い
り
き
た
り
て
こ
し
よ
り
は
り
を
と
り
い
た
し
せ
ん
上
ら
う
と
み
え
て
見
も
な
ら
は
ぬ
と
し
に
の
り
た
る
た
ん
の
は
り
た
ま
き
の
は
り
な
と
い
ふ
を
か
こ
し
を
は
す
へ
を
き
お
と
こ
を
ん
な
は
し
り
め
い
ろ
f
lに
さ
し
け
れ
と
も
立
あ
か
る
へ
し
と
も
く
り
ま
と
ひ
あ
り
く
ほ
と
に
何
事
に
か
あ
ら
ん
と
み
え
す
と
で
あ
や
し
け
な
る
お
と
こ
一
人
つ
け
立
よ
り
き
け
は
今
こ
し
に
め
し
た
る
上
ら
う
の
水
を
き
そ
の
外
は
と
を
り
ぬ
大
え
つ
の
す
け
め
し
け
れ
共
な
く
し
て
御
心
た
え
い
ら
せ
給
ふ
ほ
と
い
そ
き
立
よ
り
馬
に
つ
き
で
あ
り
け
る
お
と
に
水
を
も
と
む
る
也
と
い
ふ
に
大
悦
の
助
た
も
と
」
の
袖
を
引
馬
は
と
て
も
よ
う
に
立
ま
し
き
-23 -
よ
り
か
の
あ
り
の
み
を
と
り
出
し
水
の
な
か
ら
ん
程
そ
わ
れ
に
給
は
り
候
へ
と
て
か
の
き
ぬ
を
一
ひ
は
是
を
き
こ
し
め
し
給
ひ
な
ん
や
と
い
へ
は
そ
は
き
と
ら
せ
け
れ
は
此
お
と
こ
は
さ
な
く
共
す
て
な
る
女
よ
き
こ
と
に
思
ひ
あ
り
の
み
を
参
ら
せ
け
る
を
き
な
ん
も
の
を
き
ぬ
を
え
さ
す
れ
は
う
に
御
心
ち
す
』
や
か
に
な
れ
は
こ
し
の
う
ち
な
る
上
れ
し
き
こ
と
に
お
も
ひ
こ
そ
/
¥
と
し
て
か
へ
り
ぬ
ら
う
も
そ
こ
ら
の
お
と
と
を
ん
な
ま
で
よ
ろ
こ
ひ
大
え
つ
の
す
け
は
と
の
馬
を
い
ろ
f
I、
か
ん
ひ
や
て
よ
く
あ
り
の
み
ま
い
ら
せ
た
り
と
て
き
ぬ
引
う
す
る
に
ほ
と
な
く
よ
く
な
り
立
あ
か
り
と
ら
せ
ら
れ
た
り
つ
三
つ
身
ふ
る
ひ
し
て
い
な
〉
き
た
り
そ
の
(
第
二
図
)
た
け
七
寸
に
あ
ま
り
お
か
み
の
し
ん
し
ゃ
う
さ
大
え
つ
の
す
け
こ
の
き
ぬ
を
と
り
あ
り
め
て
た
と
へ
は
む
か
し
よ
り
っ
た
へ
き
く
よ
り
聞
も
た
や
わ
ら
し
へ
の
き
ぬ
に
な
り
た
る
事
の
い
け
っ
き
す
る
す
み
と
い
ふ
と
も
か
く
そ
侍
ら
し
と
そ
お
ほ
え
け
る
大
え
つ
の
す
け
あ
ま
は
大
こ
く
て
ん
の
も
の
に
て
候
か
御
身
は
お
や
か
り
の
う
れ
し
さ
に
ゆ
ひ
を
お
り
て
さ
て
も
ふ
う
f
l‘
の
人
と
う
け
給
は
り
め
で
た
き
こ
と
に
し
き
の
く
は
ん
お
ん
の
御
り
し
ゃ
う
か
な
わ
ら
思
ひ
わ
れ
ら
も
御
や
と
を
か
り
で
住
は
や
と
し
へ
一
す
ち
の
あ
り
の
み
三
つ
に
な
り
あ
り
の
お
も
ひ
こ
れ
ま
で
ま
か
り
候
と
そ
申
け
る
大
悦
み
の
き
ぬ
と
な
り
き
ぬ
の
馬
と
な
り
た
る
こ
れ
を
見
て
あ
ら
め
て
た
や
大
こ
く
の
御
入
事
よ
と
思
ひ
3
や
か
て
馬
市
に
立
て
う
り
な
る
そ
ま
つ
大
豆
の
は
ん
ま
い
ら
せ
よ
と
て
た
り
し
に
わ
う
こ
ん
三
ま
い
に
し
ろ
な
し
け
り
か
た
の
こ
と
く
し
つ
ら
ひ
て
い
た
し
け
れ
は
い
つ
れ
う
れ
し
き
こ
と
に
お
も
ひ
い
そ
き
わ
か
し
ゅ
く
所
も
/
¥
う
ち
く
ひ
ぬ
そ
の
h
ち
大
こ
く
は
ふ
く
に
か
へ
り
父
母
に
む
か
つ
て
し
か
/
l
l
・
-
の
よ
し
を
か
ろ
よ
り
か
く
れ
み
の
に
か
く
れ
か
さ
う
ち
手
の
こ
た
り
て
そ
の
か
ね
に
て
家
っ
く
り
し
て
い
ま
は
っ
ち
に
よ
い
ほ
う
し
ゅ
な
と
い
ふ
い
ろ
f
t
h
の
た
お
も
ひ
の
ま
』
に
お
や
を
や
し
な
ひ
か
う
/
¥
か
ら
を
と
り
出
し
大
え
つ
に
と
ら
せ
給
ふ
を
い
た
し
け
る
ほ
と
に
そ
の
と
し
も
く
れ
あ
ら
玉
の
(
第
三
図
)
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春
に
も
な
れ
は
い
ま
た
さ
う
て
う
の
こ
と
な
る
に
と
か
く
す
る
ほ
と
に
や
う
/
¥
そ
の
日
も
暮
か
た
つ
ま
戸
を
ほ
と
f
Lと
を
つ
る
』
も
の
あ
り
た
れ
な
り
そ
の
夜
は
せ
っ
ふ
ん
と
て
ま
め
を
た
に
か
侍
ら
ん
と
大
え
つ
の
す
け
戸
を
ひ
ら
き
は
ら
よ
り
と
り
出
し
い
と
な
み
け
る
に
又
か
と
を
て
み
れ
は
い
か
に
も
せ
い
ひ
き
く
か
ほ
は
あ
ゐ
あ
ら
け
な
く
た
〉
く
も
の
あ
り
た
そ
と
こ
た
そ
め
な
ん
と
の
こ
と
く
な
る
か
っ
き
ん
う
ち
き
て
ふ
へ
け
れ
は
大
こ
く
の
給
ふ
に
あ
ひ
か
ま
へ
て
此
く
ろ
を
か
た
に
か
け
手
に
は
大
き
な
る
っ
ち
を
戸
あ
く
る
な
こ
よ
ひ
は
せ
っ
か
は
り
に
て
お
に
も
ち
ふ
と
く
こ
へ
た
る
お
と
こ
の
あ
と
に
は
ね
す
み
の
行
く
る
夜
そ
今
た
』
く
は
や
う
あ
り
け
に
お
の
や
う
な
る
あ
や
し
き
か
た
ち
な
る
も
の
い
ろ
/
¥
ほ
ゆ
る
そ
と
さ
L
や
き
給
へ
ば
け
に
も
と
思
ひ
す
の
ひ
や
う
具
を
も
ち
十
二
人
う
つ
く
ま
り
ゐ
き
ま
よ
り
の
そ
き
て
み
れ
は
ま
こ
と
に
お
そ
て
も
の
申
さ
ん
と
い
ふ
い
つ
く
よ
り
と
い
へ
は
是
ろ
し
き
お
に
の
い
か
め
し
き
す
か
た
に
て
こ
』
を
あ
け
よ
/
/
¥
と
い
ふ
ほ
と
に
そ
こ
ら
の
人
こ
そ
り
か
り
き
ぬ
ち
ゃ
く
し
御
む
か
ひ
に
い
て
こ
な
た
へ
よ
り
わ
な
h
き
お
そ
れ
け
る
に
大
こ
く
は
こ
れ
と
し
ゃ
う
し
け
る
え
ひ
す
三
ら
う
殿
大
き
に
よ
ろ
を
見
て
ゆ
め
/
¥
お
そ
る
へ
か
ら
す
わ
か
す
へ
き
こ
ひ
さ
き
に
立
て
い
り
給
へ
は
4
い
き
ゃ
う
ゐ
る
い
ゃ
う
を
』
し
へ
申
さ
ん
と
て
ま
め
と
い
ふ
も
の
を
の
も
の
よ
ろ
つ
の
か
ひ
の
か
ら
を
具
そ
く
の
や
よ
く
い
り
で
こ
れ
に
て
お
に
は
そ
と
ふ
く
は
う
に
し
て
ひ
や
う
具
を
も
ち
御
と
も
し
て
大
悦
う
ち
と
い
ふ
て
ま
き
給
へ
と
の
給
ふ
に
大
悦
の
家
に
入
給
ふ
の
す
け
お
そ
ろ
し
な
か
ら
を
し
へ
の
こ
と
く
す
れ
(
第
四
図
)
は
お
に
は
め
を
ふ
さ
き
あ
ら
か
し
こ
き
人
間
さ
て
大
こ
く
え
ひ
す
三
ら
う
し
た
い
あ
り
を
の
/
1、
の
わ
さ
か
な
と
つ
ふ
や
き
/
1
1
ゆ
く
ゑ
も
さ
し
ゃ
う
し
給
ふ
を
み
れ
は
大
こ
く
て
ん
も
せ
い
し
ら
す
か
へ
り
け
り
ひ
き
く
ふ
と
り
給
ふ
え
ひ
す
三
ら
う
殿
も
せ
い
か
く
て
そ
の
よ
も
あ
け
か
た
に
な
れ
は
又
か
と
を
ひ
き
く
こ
え
給
ふ
又
大
え
つ
の
助
も
大
き
明 25-
お
と
つ
れ
も
の
申
さ
ん
と
い
ふ
大
え
つ
は
れ
い
に
こ
え
た
る
お
と
こ
の
三
人
な
ら
ひ
給
ふ
あ
り
さ
の
お
に
よ
と
お
も
ひ
を
と
も
せ
す
大
こ
く
大
ま
い
つ
れ
も
ふ
く
/
¥
し
う
そ
み
え
に
け
り
さ
る
え
つ
の
助
を
ち
か
つ
け
の
給
ふ
は
い
ま
の
か
と
を
ほ
と
に
し
ゅ
ん
の
さ
か
つ
き
を
と
ま
は
し
三
々
た
』
く
人
は
か
た
し
け
な
く
も
い
さ
な
き
の
み
九
度
に
も
な
れ
は
大
こ
く
さ
か
っ
き
を
ひ
か
へ
」
と
い
さ
な
み
の
み
こ
と
の
御
子
に
ひ
る
こ
の
み
さ
せ
給
ひ
ま
こ
と
や
う
け
給
は
れ
は
え
ひ
す
こ
と
』
い
ふ
て
伊
勢
天
せ
う
大
し
ん
の
御
お
と
二
ら
う
殿
は
ま
い
を
一
さ
し
ま
ひ
給
ふ
と
な
う
と
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
え
ひ
す
三
ら
う
と
の
か
な
て
み
は
や
と
の
給
へ
は
え
ひ
す
三
ら
う
と
の
は
大
に
て
に
し
の
宮
に
あ
と
を
た
れ
う
み
を
れ
う
し
き
に
わ
ら
ひ
て
御
け
ん
さ
ん
に
ま
い
る
ほ
と
は
な
け
給
ふ
み
こ
と
に
て
ま
し
ま
す
そ
は
や
く
し
ゃ
れ
と
も
御
の
そ
み
を
そ
む
け
は
お
そ
れ
あ
り
さ
ら
は
う
し
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
の
給
ふ
ほ
と
に
さ
て
を
の
/
1
1
は
や
し
て
た
へ
い
て
/
¥
ま
は
ん
と
て
は
わ
か
え
ひ
す
の
御
さ
ん
な
れ
と
て
ゑ
ほ
し
た
い
を
は
は
た
と
う
ち
あ
け
て
大
え
っ
と
き
け
は
め
て
た
の
名
や
し
そ
ん
の
す
ゑ
ま
て
す
ゑ
ひ
ね
/
¥
し
よ
ま
う
し
て
は
や
し
立
て
す
〉
む
れ
は
ろ
か
り
を
お
っ
と
り
て
ま
ひ
お
さ
め
う
よ
な
う
れ
」
ら
へ
か
ね
て
大
こ
く
て
ん
は
う
ち
て
の
こ
っ
ち
し
ゃ
な
に
す
ゑ
ひ
ろ
を
お
っ
と
り
そ
へ
て
お
ほ
/
1
1
と
た
ち
君
か
世
は
千
ょ
に
や
ち
ょ
に
給
ひ
な
に
を
か
の
給
ふ
と
お
も
へ
は
ま
っ
大
こ
く
さ
h
れ
い
し
の
か
の
う
に
は
一
に
た
は
ら
ふ
ま
へ
て
二
に
に
つ
い
は
ほ
と
な
り
て
」
と
わ
ら
ふ
て
三
に
さ
け
つ
く
り
て
四
つ
世
の
こ
け
の
む
す
中
よ
い
や
う
に
五
つ
い
つ
も
の
こ
と
く
に
六
つ
む
ま
て
ゃ
う
そ
く
さ
い
に
七
つ
な
に
事
な
い
や
う
に
八
つ
や
し
き
ひ
ろ
め
て
九
つ
こ
く
ら
を
た
て
な
ら
く
り
か
へ
し
/
¥
二
三
へ
ん
へ
十
で
と
う
と
お
さ
ま
る
御
代
こ
そ
め
て
た
け
れ
と
か
な
て
ま
ひ
お
さ
め
も
と
の
さ
し
き
へ
な
を
り
給
ふ
示会
(
第
五
図
)
さ
る
ほ
と
に
そ
の
後
は
ら
つ
ふ
に
な
り
て
お
も
そ
の
〉
ち
大
こ
く
の
さ
か
っ
き
を
え
ひ
す
と
の
へ
さ
ひ
さ
し
思
ひ
と
り
に
し
給
ふ
ほ
と
に
え
ひ
給
ふ
し
給
へ
は
た
ふ
f
i、
と
う
け
も
ち
て
か
や
う
に
め
て
」
と
か
き
り
な
し
か
く
て
大
こ
く
の
仰
に
は
こ
と
た
き
お
り
か
ら
大
こ
く
て
ん
の
ま
ひ
を
し
よ
ま
う
さ
ら
け
ふ
は
正
月
二
日
に
て
吉
日
な
れ
は
申
侍
ら
ん
と
の
給
へ
は
大
こ
く
て
ん
つ
ね
に
さ
へ
は
い
か
い
あ
る
へ
し
大
悦
の
助
し
ゅ
ひ
っ
し
給
へ
ゑ
か
ほ
よ
き
人
の
さ
け
に
は
え
ひ
給
ひ
っ
ゑ
と
て
ま
つ
え
ひ
す
三
ら
う
殿
の
ほ
つ
句
に
つ
ほ
に
い
り
で
わ
ら
ひ
給
ひ
あ
ら
は
つ
か
し
ゃ
っ
ね
つ
る
う
ほ
も
め
で
た
い
春
の
さ
か
な
か
な
に
け
い
こ
の
せ
さ
る
ゆ
へ
か
ゃ
う
の
と
こ
ろ
に
て
め
い
わ
く
す
る
事
よ
た
』
そ
れ
か
し
に
は
御
ゆ
る
さ
れ
も
」
』
ろ
の
ま
』
に
か
す
み
く
む
袖
あ
る
へ
う
候
や
と
さ
い
三
し
し
申
給
へ
と
も
か
さ
巴=
(
以
上
上
巻
)
-26-
い
ね
つ
み
て
の
と
か
に
あ
そ
ふ
友
な
ら
ん
あ
し
か
ら
ん
し
た
い
に
家
と
み
さ
か
へ
け
ん
そ
く
あ
ま
と
お
も
て
第
三
ま
て
し
給
ひ
け
り
か
く
て
大
こ
く
た
め
し
っ
か
ひ
四
方
に
く
ら
を
あ
ま
た
う
た
せ
出
入
う
ち
わ
ら
ひ
給
ひ
め
で
た
き
御
事
か
な
そ
の
う
へ
ひ
と
か
す
し
ら
す
ふ
っ
き
栄
華
の
身
と
な
り
ふ
は
何
を
か
し
て
あ
そ
は
ん
と
の
給
ふ
え
ひ
す
た
り
の
お
や
を
か
し
っ
き
い
よ
/
¥
か
う
/
1
1
を
な
し
郎
の
お
ほ
せ
に
は
大
こ
く
て
ん
は
よ
く
こ
へ
た
け
る
に
そ
の
こ
ろ
た
ん
は
の
く
に
大
江
山
の
ほ
ま
へ
は
さ
た
め
て
ち
か
ら
も
つ
よ
か
ら
ん
か
ゃ
う
の
と
り
に
お
ふ
て
き
り
ゑ
も
ん
と
て
ぬ
す
人
の
大
あ
そ
ひ
の
つ
ゐ
て
に
す
ま
ひ
を
一
は
ん
と
り
て
し
ゃ
う
あ
り
か
れ
か
手
に
は
き
り
え
た
り
や
な
く
さ
み
た
く
こ
そ
候
へ
と
の
給
へ
は
大
こ
く
心
よ
き
り
の
す
け
き
り
す
て
の
ま
く
り
の
す
け
き
つ
け
に
う
ち
ゑ
み
て
お
ほ
せ
の
こ
と
く
か
く
め
て
て
や
ら
う
の
す
け
な
と
い
ふ
一
き
た
う
せ
ん
の
ぬ
た
き
お
り
ふ
し
な
れ
は
た
れ
を
か
は
ち
ん
い
さ
』
す
人
か
す
十
人
あ
り
け
る
か
大
え
っ
か
た
か
ら
物
ら
は
す
ま
ひ
一
は
ん
と
り
申
さ
ん
と
て
し
ゃ
お
ほ
く
し
て
さ
か
へ
た
る
よ
し
を
っ
た
へ
き
』
か
れ
ら
う
ゑ
を
ふ
わ
と
ぬ
き
す
て
た
つ
な
を
つ
よ
ひ
と
つ
と
こ
ろ
に
あ
つ
ま
り
ひ
や
う
ち
ゃ
う
す
る
は
司 27-
く
お
さ
め
ゆ
る
き
い
て
さ
せ
給
へ
は
え
ひ
す
此
ほ
と
あ
ま
た
の
ぬ
す
み
を
し
と
り
き
り
と
り
二
ら
う
殻
も
お
な
し
く
い
て
給
ふ
を
す
る
と
い
へ
と
も
い
か
め
し
き
こ
と
は
な
し
う
け
給
は
大
え
つ
は
行
事
に
て
れ
は
よ
し
野
の
里
大
え
つ
の
す
け
と
て
長
者
た
か
ひ
に
い
り
く
み
あ
り
て
た
か
ら
は
く
ら
に
み
ち
み
て
り
と
き
く
い
さ
手
を
く
た
き
ゃ
を
し
よ
せ
て
た
か
ら
を
う
は
ひ
と
ら
ん
と
て
ふ
と
り
給
ふ
れ
し
ゃ
う
ま
は
し
は
い
く
わ
い
し
て
し
せ
つ
を
う
(
第
六
図
)
っ
さ
す
大
え
つ
の
す
け
か
も
ん
く
わ
い
さ
し
て
せ
か
や
う
に
ふ
く
の
神
あ
つ
ま
り
あ
そ
ひ
た
は
ふ
れ
め
よ
せ
時
を
と
っ
と
そ
っ
く
り
け
る
大
え
つ
は
思
て
大
え
つ
の
す
け
か
ふ
っ
き
に
な
る
事
を
ひ
も
う
け
さ
る
こ
と
な
れ
は
い
か
』
か
せ
ん
と
ふ
た
め
よ
ろ
こ
ひ
ま
も
ら
せ
給
ふ
ゆ
へ
に
何
か
は
も
っ
て
き
け
る
さ
れ
と
も
こ
』
に
大
え
つ
か
ら
う
と
う
に
宇
津
の
太
郎
と
な
の
っ
て
よ
ろ
ひ
は
ち
ま
」
て
わ
い
た
て
の
う
て
く
ひ
を
と
か
ひ
ひ
さ
口
き
な
け
か
け
太
万
お
っ
と
り
ま
っ
さ
き
か
け
て
み
』
は
な
く
ち
に
う
ほ
つ
り
は
り
を
引
か
け
f
l
I
き
っ
て
い
て
大
お
ん
し
や
う
に
て
申
け
る
は
な
に
引
ょ
せ
給
へ
は
け
ん
そ
く
た
ち
は
お
り
あ
ふ
て
ひ
も
の
な
れ
は
か
く
め
で
た
き
御
代
に
い
く
ほ
と
の
い
の
と
り
f
tー
か
ら
め
と
り
給
ふ
あ
り
さ
ま
は
大
か
い
の
う
ち
を
な
か
ら
へ
ん
と
て
ら
う
せ
き
は
す
る
や
ら
ん
我
を
の
一
も
う
は
り
に
あ
き
と
を
つ
ら
ぬ
か
れ
/
¥
か
め
の
ま
へ
に
て
ら
う
せ
き
は
せ
さ
す
ま
し
そ
尾
ひ
れ
を
う
こ
か
せ
と
も
」
を
引
な
と
い
ふ
ま
』
に
し
こ
ろ
を
か
た
む
け
お
か
な
は
す
し
て
つ
ゐ
に
も
て
も
ふ
ら
す
き
っ
て
ま
は
れ
は
大
え
つ
か
ら
を
か
に
引
あ
け
ら
う
と
う
と
も
こ
れ
に
ち
か
ら
を
へ
て
わ
れ
/
¥
と
る
こ
と
く
す
』
み
け
る
大
こ
く
て
ん
は
こ
れ
を
御
ら
ん
し
て
な
り
我
し
ひ
ふ
か
き
身
な
れ
は
こ
ろ
す
は
ま
こ
と
に
(
第
七
図
)
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ふ
ひ
ん
な
れ
と
も
是
ほ
と
の
あ
く
人
を
た
す
け
を
そ
も
/
¥
大
こ
く
天
神
は
た
い
し
ゃ
く
三
十
二
将
の
き
な
は
と
も
ひ
か
る
〉
人
い
く
千
万
も
あ
る
へ
し
い
そ
の
ひ
と
つ
ふ
つ
ほ
う
し
ゅ
こ
の
天
人
也
て
ん
て
/
1
1
う
ち
と
ろ
し
て
あ
ま
た
の
人
を
す
く
は
ん
と
ち
く
に
て
は
ま
か
』
ら
天
と
申
す
今
日
ほ
ん
に
て
う
ち
て
の
こ
っ
ち
を
お
っ
と
り
て
ゆ
る
き
い
て
は
大
こ
く
天
神
と
申
な
り
い
ろ
く
ろ
く
せ
い
ひ
き
給
ひ
て
ぬ
す
人
の
大
し
ゃ
う
と
お
ほ
し
き
も
の
を
只
く
お
も
て
に
あ
い
き
ゃ
う
ま
し
/
¥
心
に
し
ひ
ふ
一
う
ち
つ
』
に
み
け
ん
を
う
ち
く
た
き
給
へ
は
え
ひ
か
く
し
て
大
き
に
こ
へ
ふ
と
り
給
ひ
身
お
も
け
す
三
ら
う
と
の
は
う
ほ
つ
り
さ
ほ
を
お
っ
と
り
て
に
大
な
る
ふ
く
ろ
を
か
た
に
か
け
て
ま
し
ま
せ
は
か
ひ
/
¥
し
き
大
こ
く
て
ん
の
御
は
た
ら
き
や
い
て
か
り
そ
め
の
い
く
さ
な
と
に
も
な
ん
の
よ
う
に
も
f
I、
わ
れ
も
あ
く
人
を
し
め
し
せ
ん
人
に
な
さ
は
や
立
給
ふ
ま
し
き
と
こ
そ
み
え
給
ふ
に
三
め
ん
八
ひ
の
と
う
ほ
つ
り
さ
ほ
を
一
ふ
り
ふ
り
た
ま
ふ
と
み
れ
は
大
こ
く
と
な
り
て
は
身
に
か
っ
ち
う
を
よ
ろ
ひ
ね
ぬ
す
人
と
も
の
か
ふ
と
の
て
へ
ん
し
こ
ろ
の
は
つ
れ
5
す
み
の
う
へ
に
こ
判
を
く
ら
と
さ
た
め
で
か
け
い
て
給
ふ
時
に
は
た
は
ら
を
し
き
大
六
天
の
ま
わ
と
く
み
給
ふ
え
ひ
す
三
ら
う
殿
も
お
り
あ
ひ
か
ら
う
い
く
千
万
き
そ
ひ
か
か
る
と
い
へ
と
も
な
ん
な
め
と
ら
む
と
し
給
へ
は
い
つ
く
と
も
な
く
う
せ
に
け
る
く
打
か
ち
給
ふ
と
か
や
か
く
て
ぬ
す
人
と
も
は
こ
と
大
え
つ
の
す
け
は
こ
れ
に
お
そ
れ
て
お
き
も
な
f
i
tく
引
し
り
そ
き
ぬ
今
は
何
の
お
も
ひ
も
な
く
を
ら
す
ふ
し
ゐ
た
り
ち
』
は
』
は
か
な
し
み
て
こ
の
は
ひ
め
も
す
夜
す
か
ら
う
た
ふ
つ
ま
ふ
っ
し
給
ふ
に
そ
け
も
の
は
さ
た
め
て
ぬ
す
人
と
も
の
は
う
こ
ん
に
の
ほ
と
廿
日
あ
ま
り
す
き
で
あ
る
夜
雨
か
せ
一
し
で
あ
る
ら
ん
か
ゃ
う
の
は
け
も
の
は
ひ
き
め
の
を
き
り
と
を
り
て
い
な
つ
ま
の
か
け
す
さ
ま
し
く
と
に
お
そ
る
』
な
り
と
て
ま
い
夜
は
ん
し
ゅ
を
し
け
れ
は
い
か
な
る
こ
と
に
か
と
あ
や
し
む
と
こ
ろ
す
へ
と
の
ゐ
を
し
て
引
め
を
い
さ
せ
ふ
う
を
書
に
大
も
ん
を
大
せ
い
し
て
を
し
や
ふ
り
て
数
十
人
も
ん
/
1
1
に
を
し
け
れ
は
め
に
も
み
え
ぬ
も
の
き
う
ち
い
る
を
と
し
け
り
け
い
こ
の
も
の
と
も
す
は
や
た
っ
て
ふ
う
を
と
っ
て
す
で
け
る
ほ
と
に
れ
い
の
ぬ
す
人
と
も
か
又
夜
う
ち
に
入
た
り
と
心
か
く
て
は
い
か
』
す
へ
き
と
え
て
で
き
は
い
つ
く
に
か
有
と
み
れ
と
も
さ
ら
に
お
も
ひ
わ
つ
ら
ひ
-29-
な
し
こ
は
何
こ
と
そ
と
思
ふ
と
こ
ろ
に
て
ん
し
ゃ
う
<，品
川‘口
よ
り
く
ま
の
て
の
こ
と
く
な
る
け
お
ひ
い
て
た
る
(
第
八
図
)
な
か
き
手
を
さ
し
お
ろ
し
大
え
つ
の
す
け
か
大
こ
く
て
ん
の
給
け
る
は
そ
も
fL
今
け
ん
す
る
も
と
』
り
を
に
き
り
て
か
ら
ひ
た
る
こ
ゑ
に
て
と
こ
ろ
の
あ
く
り
ゃ
う
と
も
み
な
し
ゆ
ら
の
け
ん
を
の
れ
か
た
か
ら
ゆ
へ
に
わ
れ
f
lは
し
ゆ
ら
た
う
そ
く
た
り
こ
れ
を
し
つ
め
ん
は
か
り
こ
と
を
あ
ん
へ
お
ち
し
な
り
に
く
し
l
l、
と
い
ふ
て
中
に
引
す
る
に
大
は
ん
に
や
き
ゃ
う
よ
む
に
し
く
へ
か
ら
す
さ
け
ら
れ
な
か
ら
こ
は
い
か
に
せ
ん
と
か
な
し
む
と
き
そ
の
ゆ
へ
は
た
い
し
ゃ
く
と
し
ゆ
ら
と
し
ゆ
み
の
ち
大
こ
く
は
お
と
り
か
〉
り
う
ち
て
の
こ
っ
ち
に
て
う
わ
う
に
て
か
せ
ん
あ
る
と
き
た
い
し
ゃ
く
い
く
さ
は
け
も
の
』
ま
っ
た
L
中
を
し
た
』
か
に
う
ち
た
に
か
つ
て
は
し
ゅ
ら
小
身
を
け
ん
し
て
く
う
し
の
ま
へ
は
ち
と
よ
は
り
た
る
て
い
に
み
え
た
る
を
む
す
あ
な
の
う
ち
に
か
く
れ
し
ゆ
ら
又
か
っ
と
き
は
し
ゅ
み
の
い
た
』
き
に
さ
し
て
手
に
日
月
を
に
き
り
さ
い
こ
と
J
11
く
め
っ
し
し
ゆ
ら
の
く
け
ん
を
ま
ぬ
あ
し
に
大
か
い
を
ふ
む
し
か
の
み
な
ら
す
三
十
三
天
か
れ
た
ち
ま
ち
こ
く
ら
く
世
か
い
に
い
る
か
と
の
う
へ
に
せ
め
の
ほ
り
た
い
し
ゃ
く
を
お
ひ
お
ろ
そ
み
え
に
け
る
ま
こ
と
な
る
か
な
や
天
ち
く
の
し
よ
く
か
い
の
し
ゅ
し
ゃ
う
を
こ
と
/
1
1
く
わ
か
有
は
ん
そ
く
わ
う
は
仁
わ
う
き
ゃ
う
の
く
と
く
に
に
な
さ
ん
と
す
る
に
し
よ
て
ん
せ
ん
し
ん
せ
ん
よ
っ
て
千
人
の
わ
う
を
か
い
す
る
事
を
や
め
わ
か
ほ
う
た
う
に
あ
つ
ま
っ
て
大
は
ん
に
や
を
か
う
し
て
う
の
ぬ
す
人
は
大
は
ん
に
や
か
う
と
く
の
け
給
ふ
こ
の
時
こ
く
う
よ
り
り
ん
ほ
う
く
た
り
け
ん
ち
え
ん
に
よ
っ
て
三
と
く
を
ま
ぬ
か
る
』
事
を
け
き
を
ふ
ら
し
し
ゅ
ら
の
と
も
か
ら
を
つ
た
f
Lに
え
た
り
き
ま
こ
と
に
ち
ん
こ
国
家
の
き
ゃ
う
さ
き
き
る
と
み
え
た
り
さ
れ
は
し
ゆ
み
の
三
十
三
天
わ
う
り
や
く
人
民
の
よ
う
ほ
う
な
り
さ
て
も
此
を
り
や
う
し
給
ふ
た
い
し
ゃ
く
た
に
も
わ
か
』
な
は
ぬ
事
き
や
う
に
か
く
れ
な
か
り
し
か
は
み
か
と
も
き
こ
と
き
に
は
ほ
う
ゐ
を
も
っ
て
か
う
ふ
く
し
給
ふ
そ
し
め
さ
れ
て
め
で
た
き
こ
と
に
お
ほ
し
め
し
ゃ
-30 -
か
し
い
は
ん
や
は
く
ち
の
ほ
ん
ふ
を
や
ほ
う
り
き
か
て
大
え
つ
か
お
や
こ
と
も
に
め
し
の
ち
よ
く
し
を
か
ら
す
は
た
い
ち
す
る
事
え
か
た
し
と
申
給
へ
た
っ
か
た
し
け
な
く
も
ち
』
は
百
三
つ
母
は
百
は
こ
の
き
ま
こ
と
に
し
か
る
へ
し
と
て
に
は
か
に
そ
さ
い
大
え
つ
は
品
川
五
才
と
申
に
は
は
し
め
て
う
し
ゅ
を
し
ゃ
う
し
て
し
ん
と
く
の
大
は
ん
に
や
さ
ん
た
い
し
た
り
し
に
み
か
と
ゑ
い
ら
ん
ま
し
/
¥
を
日
夜
三
部
ま
て
そ
よ
み
た
り
け
る
此
は
ん
に
や
て
大
え
つ
を
は
よ
し
田
の
な
に
か
し
き
よ
む
ね
の
か
う
と
く
の
ち
か
ら
に
よ
る
で
し
ゅ
ら
は
ゐ
り
き
と
め
さ
れ
そ
れ
よ
り
せ
う
て
ん
を
ゆ
る
さ
れ
あ
を
う
し
な
ひ
け
る
に
や
た
う
し
か
う
さ
の
う
へ
に
て
ま
た
の
し
よ
ち
を
給
は
り
け
り
け
い
ひ
や
く
の
か
ね
う
ち
な
ら
し
給
ふ
と
き
か
の
ぬ
す
(
第
九
図
)
人
と
も
は
い
つ
く
と
も
な
く
こ
っ
せ
ん
と
し
て
来
り
さ
て
み
ふ
の
中
な
こ
ん
の
御
む
す
め
十
八
に
本
尊
を
ふ
し
お
か
む
に
し
に
は
し
う
ん
た
な
ひ
き
な
り
給
ふ
を
ふ
さ
い
と
さ
た
む
へ
し
と
の
せ
ん
い
き
ゃ
う
く
ん
し
花
ふ
れ
は
此
ぬ
す
人
と
も
ち
う
し
に
て
吉
日
え
ら
ひ
む
か
ひ
と
り
ひ
ょ
く
れ
ん
り
の
か
た
ら
ひ
を
な
し
わ
か
君
ひ
め
き
み
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
て
さ
ら
は
か
や
う
に
め
で
た
き
五
人
ま
で
い
て
き
給
ひ
て
い
よ
/
¥
は
ん
し
ゃ
う
を
り
ふ
し
わ
れ
も
い
さ
ま
ひ
を
ま
は
ん
と
て
お
し
給
ひ
け
り
太
ら
う
の
御
子
は
中
将
に
な
り
こ
ら
う
ほ
f
iと
立
あ
か
り
ひ
や
う
し
を
ふ
ん
て
6
な
る
は
た
に
あ
た
り
給
ふ
は
せ
う
し
や
う
に
成
給
ふ
三
ら
う
殿
は
き
の
み
つ
日
は
て
る
と
も
よ
も
た
え
し
た
へ
ぬ
し
』
う
と
申
す
の
こ
り
は
ひ
め
き
み
に
て
わ
た
ら
な
か
れ
の
き
く
の
水
い
の
ち
は
千
と
せ
を
か
さ
せ
給
ふ
け
い
の
う
世
に
す
く
れ
中
将
と
の
は
よ
ぬ
へ
し
あ
ま
つ
下
ね
も
お
さ
ま
り
て
け
に
め
て
」
ふ
え
を
ふ
き
せ
う
し
ゃ
う
は
と
と
を
引
し
』
う
は
た
さ
そ
か
き
り
な
き
え
た
を
な
ら
さ
ぬ
御
代
ひ
は
を
よ
く
た
ん
し
給
ふ
ほ
と
に
み
か
と
の
け
ん
な
り
神
と
君
と
の
み
ち
す
く
に
し
ゃ
う
ら
く
に
さ
ん
に
も
い
れ
た
て
ま
つ
り
し
か
は
う
ち
の
御
お
ほ
君
か
代
は
御
さ
な
か
ら
あ
く
ま
を
は
ら
ひ
お
さ
ま
る
え
め
で
た
ふ
し
て
む
ね
に
む
ね
を
か
さ
ね
門
手
に
は
し
ゅ
ふ
く
を
い
た
き
千
秋
楽
は
民
を
な
に
か
と
を
立
な
ら
へ
春
は
は
な
の
も
と
に
て
日
て
万
歳
ら
く
に
は
い
の
ち
を
の
ふ
あ
ひ
お
ひ
の
を
』
く
り
な
つ
は
い
け
み
つ
を
あ
い
し
秋
は
月
松
風
さ
つ
l
lの
こ
ゑ
そ
た
の
し
む
f
kけ
に
や
あ
ふ
を
な
か
め
ち
』
は
』
は
ま
こ
た
ち
を
さ
う
に
き
て
も
こ
と
も
を
ろ
か
や
か
〉
る
世
に
す
め
る
民
を
き
給
へ
は
大
え
つ
ふ
う
ふ
は
も
ろ
と
も
に
は
と
て
ゆ
た
か
な
る
君
の
め
く
み
は
有
か
た
や
と
し
ち
か
く
い
て
給
ひ
大
こ
く
て
ん
も
え
ひ
す
二
三
へ
ん
か
な
て
給
ふ
二
ら
う
殿
も
こ
な
た
へ
し
ゃ
う
し
給
へ
は
大
こ
く
も
(
第
十
図
)
え
ひ
す
三
ら
う
と
の
も
う
ち
わ
ら
ひ
給
ひ
て
よ
そ
の
』
ち
は
と
し
を
か
そ
へ
て
月
を
ま
し
日
を
き
か
な
/
¥
め
で
た
し
/
Lと
ゑ
み
を
ふ
く
み
さ
か
さ
ね
て
し
そ
ん
は
ん
し
ゃ
う
し
給
ふ
ほ
と
に
し
ゃ
う
し
給
へ
は
大
え
つ
は
ほ
う
ら
い
き
う
を
も
ん
く
わ
い
に
人
み
ち
/
¥
て
と
し
く
る
ま
の
た
て
ま
な
ひ
た
る
た
い
へ
い
を
さ
』
け
給
へ
は
き
た
と
も
な
し
ま
し
て
か
た
を
な
ら
ふ
へ
き
人
な
く
さ
の
か
た
は
へ
い
し
一
具
く
ち
つ
L
ま
せ
ふ
く
の
神
か
へ
給
ふ
そ
め
で
た
き
を
も
て
な
し
給
ふ
そ
の
と
き
大
こ
く
お
ほ
き
に
帽 31-
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(
以
上
下
巻
)
〔
挿
絵
〕
(
上
巻
)
第一図 本絵巻の中で唯一、料紙二枚を継いで大判にしている。中央左下に樵った
木を担いできた大悦と、蓑笠を届けに来た父母が描かれる。田は描かれないが、第
一図にこの場面を描くのは④国文学研究資料館蔵本、⑤英勝寺蔵本に向じ。③国会
図書館蔵本は大舜の孝行語を描く。
第三図 大黒天が来訪し、隠れ蓑笠、如意宝
珠などの宝物を授ける場面。大黒天は本来黒
い肌であるが、その通りに描くのは珍しい。
④は大黒と大悦の位置が逆、⑤では袋から宝
を取り出す様を大悦から見えないように隠
す。③は次の場面とともに描く。
第二図 上臓に梨の実を参らせ、代わりに衣ニ
疋をもらう。本文では「二Jの字が落ちている
が、挿絵には赤青二疋が描かれている。函面右
に清水寺山門が、下に子安の塔が描かれる。④
は山門の一部のみ、⑤では子安の塔のみ。③で
は藁しべを拾う場面で山門を描く。
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第五図 恵比寿とその巻属の来訪。④⑤③
は門前で出迎える大悦が描かれる。恵比寿
の答属たちの姿は異形異類の姿をとる④⑤
③とやや異なり、人聞に近く、時代が下る
印象がある。⑤と同じ烏賊に似た旗指物が
見える。
第四図 節分に鬼の襲来。豆をまく大悦。
奥では饗応の準備に魚、をさばく場面が描
かれる。④では構図は異なるものの本絵巻
と同様に描くが、⑤では饗応準備を主に描
き、豆まきは描かれない。
第七図 大黒天と恵比寿の相撲。恵比寿の
巻属の姿が第五図とは異なり、組み合う福
神の姿と併せて東大本『隠れ里』に似る。
福神による棺撲は『梅津長者物語~W隠れ里』
にも見える。④⑤は張り手、 ③は恵比寿の
足を取る大黒天を描く。
(
下
巻
)
第六図 酒宴での恵比寿の舞。末広がりと
魚釣り竿を持つのは本絵巻の特徴。④では
構図はやや異なるが本絵巻に似る。③⑤は
両福神の答属も描かれる。大きく描かれる
ことが多い福神の姿が、人間と同じ大きさ
で描かれるのも本絵巻の特徴。
-33-
第九図 盗賊が修羅となって再び襲来する
場面。修羅が裸身の人型で描かれる点と、
本文にある門に貼った修羅除けの札を描く
のは本絵巻の特徴。④⑤は甲脅をまとう異
形、③は天狗や天神の姿で描かれる。構図
は④⑤と同じ。
第十一図 物語末の酒宴の場面。大悦の若
君姫君が画面下に並ぶ。④は大悦の妻、若
君三人、姫君二人に加えて郎党を、⑤はさ
らに福神の巻属も加えてより豪華に描かれ
る。③では大悦の両親と若君、郎党が描か
れ、女性は描かれない。
第八図 盗賊に応戦する福神。大黒天は打
出の小槌で、恵比寿は釣り竿で戦う。これ
も『梅津長者物語』にも晃られる場面。⑤
はほぼ構図を同じくするが、④③は門外に
まで盗賊を追う両福神が描かれる。
第十図 天皇に拝して官位を授けられる
場面。④と構図もほぼ一致。⑤は構図がや
や異なるものの、おおむね一致する。③に
はこの場面なし。大悦の妻の懐妊の場面が
描かれる。
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